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{包的] ......~~.訪れこ、縦断討こ{~~い免疫機能は低 i、・し、ウ
イルスなど橋野;体による感染への抵抗力も紙トするむ
一方では、 i通夜な遊説1習慣辻免疫機能をおめ、感染i二
対するJ抵抗力を上昇させると考えられている。枚々が
これまでわこってきた磁究では、中高年殺を対象iこ縫絞
的トレーニングを行うことによって、加!捨舎に1:'う免疫
機能の低下を改鋳する可能性をホ1l.?Aするという紡恐が
得られているむただし、緋究の~:l象は i 地域であり、
また70裁以上の高齢者に関する結果;が不1分であった。
そこで本研究では、 31車線の高鈴殺を対象とし、トレ…
ニングによる介入の前段階として、免疫系と i:常の身
体活動について地域間及び性別、 fド代7J!Jの比較検討を
行なった。 [)y法}茨域!祭つくば市 {94rl、平均年齢
68.8土4.1議)、大洋村 (40名、 68.1土3.1殺)、 j奇五県
小波野11'(87名、 70.6土5.5議)夜住の逮動>til-t.誌のな
い高齢者を対象とした。対象を挺に60殺伐と70段以十，
Lこ区分し、性別も含め41洋イヒしたa 身体活動;謡、{之、簡
易援活動愛溺定23とアシケートより算定した
(keal/da心。経液を採取し、 ELISA法により i檎液分
泌型免疫グロプリンA (SIgJ¥)分泌速攻 (flgimin) 
を総定したG また採lft後、治j会i球数及び 1五/すじをis!J
定した。{結果}地域間比較を行なうと、 SI位、A (小
磁聖子〉つくば)と治動議 ()d芋〉ノト鹿野)そして、
Th/Tc (つれあ小鹿!DJうに有意な義が見られたが、
{患の項!ヨにおいて帯意な差は見られなかった。また、
Slgf¥と活動牽との間に強間関採は見られなかったり
次に、各地域の性別、年代泌による比較を行なった。
つくば市においてSlgA(女性鰐:60歳代 <70綾以上〉
と活動盤:(60歳代) 70議以上)に手lf~まな畿が免られた。
小鹿野町においては活動議:(女性問:60歳代)70歳以
上、 70歳以上封殺〉女性)に有意な差が見られた。
大洋村において布態な擦は恕められなかったQ また、
各地J設において、活動援とSlg^、WBC、Th/Tcの151
に有意な税関!謁絡は認められなかった。{考祭}今際!
の総巣より、地域開において免疫系、身体活動髭に殺
が見られた。生活?t1，撲や生活環壌は免疫系へ影繁を13.
える診!日Fとして考えられている。 地域によって生活溶
備、環境が奥令ることより、免疫系への影響も地域に
よって異なる可能性が考えられる。また、日常の身体
活動議と免疫系とのi懇迷君主i立総められなかった結梁よ
り、免疫系に影響撃を与える充分な効果を得るためには
穣機的なトレ…ニングが必繋である可能性が考えら
れる。今後はトレーニングによる介入を絡し、 Slg;¥、
リンパ球サブセ γ トの変動を長締約に見ていくむ
{結論i経常の身体活動が高齢者の免疫機能に与・える
影響は少ない可能性が考・えられ、免疫系に彩替を与え
るような{患の婆滋についても今後;検討する必繋がある。
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